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■会長報告 工藤　大輔 会長
　みなさんこんにちは。今日のメニューは今話題
のホタテづくし丼ということで、少しはお役に立
てているのか、ご用意いただいたホテルに感謝致
します。
　さて、今日は日本独自のロータリーの友月間に

ついてお話させていただきます。
　それまで4月が雑誌月間という名称でしたが、2014－15年度
で廃止になりました。雑誌月間とは、1911年創刊の「ザ・ロータ
リアン」と各地域雑誌の愛読と利用を推奨する機会として位置
づけられていました。
　日本ではロータリー活動を幅広く知っていただくツールの
ひとつとしての重要性を感じ、独自の月間として指定されてい
ます。ロータリーの友月間は9月、日本以外に30の地域雑誌があ
りますが、内容としては各地域の特徴ある活動をその地域のロ
ータリアンが共有すること、「ザ・ロータリアン」の記事を地域
雑誌に掲載し、全世界のロータリアンが共通して知っておかな
くてはならない情報を載せなければなりません。
　実はこの月間の変わり目の時期に帯広クラブから佐藤真康
会員がロータリーの友地区代表委員として出向されていまし
た。その時のことを2016－17年度会長報告のなかで「関係者は
ショックを受け、情報発信の機会が失われることを危惧し、委
員会と理事会で検討し日本独自の月間となった」と話されてい
ます。今年度は昨年度地区ガバナー久木さんがロータリーの友
委員会顧問、地区代表委員として紋別港RCの佐藤さんが出向
されています。
　このロータリーの友は1953年創刊、今年70年を迎え、発行部
数は87,200部、次いでドイツと韓国が63,000部です。ちなみに、
ロータリアンの三大義務というのがありまして、「例会の出席」

「会費の納入」そして「ロータリー雑誌の購読」であります。その
意味で日本は義務を果たしているといえます。
　それではどうやってつくっているのか？ですが、一般社団法
人ロータリーの友事務所というところがあって、現在11名で取
材・編集・デザイン・レイアウト・入稿・発送・経理などの業務を
行っています。記事内容は、「ザ・ロータリアン」からの記事の転
載、各地のロータリー活動の取材や各クラブからの情報収集、
俳句やミニ知識などです。
　このなかにロータリーアットワークというコーナーがあり
ます。ここには各地区やクラブから投稿された活動を紹介して
います。
　多い時には年間700件ほどの投稿があるそうです。現在では
ウェブからも気軽に投稿できます。例えばですが、自分たちの
活動が掲載されれば、会員のみなさんが読むきっかけになり、
そこで他クラブの活動を知り、色々な情報を得て自分たちのク
ラブの活動の幅が広がり、クラブが活性化する。投稿に問い合
わせがあり、その後交流がはじまることもあるそうです。
　また、電子化への取組みもはじまっています。ロータリーの
友電子版は創刊号からすべての号が読めます。年2回IDとパス
ワードが変更になるそうです。（現在のID 、パスワードは事務
局にご確認ください。）このパスワード、実は事務局に届く請求
書の隅っこに記載されています。このやり方で誰が見るんでし
ょう？でもちょっと覗いてみてください。
　公式Facebook。こちらはこのアドレスかQRコードからその
まま入れます。出張などでちょっと時間が空いた時など覗いて
みてください。ロータリーの友9月号の13ページからお願いし
ます。

　最後になりますが、先週の土曜日にゴルフ同好会のコンペが
開催されました。今回は讃岐さんがハマり、ネット73.8で優勝
しました。驚いたのは大江さんのハンディーキャップ、なんと
+4.8 ！普通引いてくれるはずのハンデがまさか足されるとは
…、さすがです！別の組に中野さんもいらっしゃってました
が、次回以降ご参加いただければと思います。
　以上で会長報告を終わります。本日もよろしくお願いいたし
ます。

■会務報告 猿川　陽介 幹事
①帯広西RC、夜間例会開催のご案内
　日　時　9月28日（木）午後6時30分
　場　所　北海道ホテル
②帯広RAC、「第30回地区協議会」開催のご案内
　日　時　9月30日（土）午後1時受付開始
　場　所　帯広の森アイスアリーナ
　　　　　懇親会会場：ホテル日航ノースランド帯広　午後7時
③帯広北RC、9月29日（金）の例会は、休会と致します。
　 帯広西RC、10月5日（木）の例会は、地区大会の繰下げ例会と致

します。
　帯広南RC、10月9日（月）の例会は、祝日のため休会と致します。
④RI第2500地区大会（紋別）開催のご案内
　日　程　 10月7日（土）～10月8日（日）
　場　所　 紋別市民会館　他　
　《大会1日目 7日㈯》
　　記念親睦ゴルフ大会　  8：00～　 紋別カントリークラブ
　《大会2日目 8日㈰》
　　登録受付　　　　 9：00～　　　  紋別市民文化会館
　　本会議　　　　　10：00～14：00　　　　〃
　　記念講演   　　　14：15～15：20　　　　〃
　　本会議　　　　　15：35～16：10　　　　〃
　　大会記念懇親会　17：00～18：30　紋別市民会館　他
　◇バス利用の方
　　10月8日（日）　5：00出発　ホテル日航ノースランド帯広前
　　10月9日（月）　9：30出発　ホテルルートインGrand北見駅前

【ニコニコ献金】
＜讃岐　武史 会員＞
　先週末のゴルフ同好会コンペで数ホール大たたきをして直
近3ヶ月のワーストスコアでしたが、運良くハンディーホール
にはまり、すごいハンディーが付いて優勝出来ました。
＜花岡寿美代 会員＞
　本日プログラムを担当させて頂きます。
＜誕生記念日祝（8月）＞　高原　　淳 会員
＜結婚記念日祝（9月）＞　高原　　淳 会員

【出席報告】
会員総数：90名（内　免除会員1名）
出席者数：49名（内　免除会員1名　内Zoom参加者6名）
本日の出席率：55.0%

■次週プログラム予定
10月4日（水）　「地域で活躍している米山記念奨学生の体験記」
 （米山記念奨学委員会）
 米山記念奨学生　林　　大鉉 様
 北見東RCカウンセラー　森　　　茂 様
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

■プログラム　「クラブにおけるIT環境整備について」　（広報委員会）

【委員会報告】
・米山記念奨学事業について

 米山記念奨学委員会　北垣　雅之 委員長
　みなさん、こんにちは。米山記念奨学委員長の北垣
です。
　来週の例会プログラムは米山奨学生による卓話と
なっており、北見東RCから現在北見工業大学院1年
生のイム・デヒョンさんに卓話をお願いしておりま
す。皆さん楽しみにしておいてください。

　そして、本日は米山記念奨学事業について簡単にご説明する機会
として7分間をいただきました。
　米山をよくご存じの方にとっては既にご案内の内容になります
が、最近入会された会員も多くいらっしゃるので、来週に向けて事
前の学びの場とさせていただきたいと思います。
　米山記念奨学事業とは、日本のロータリーが作った独自の事業
で、34地区、全地区が参加する合同プロジェクトです。
　1952年に事業が始まって以来、一貫して、日本で学ぶ外国人留学
生を支援しています。「公益財団法人ロータリー米山奨学会」という
のは、この事業を行うために、日本のロータリーが協同して運営す
る奨学財団で、財源はすべて皆さんのご寄付で成り立っています。
　この奨学金の最大の特徴は「世話クラブ・カウンセラー制度」で
す。他の奨学金とは違い、米山奨学生にはロータリー活動に共に参
加してもらい、交流することを大切にしています。
　世話クラブ・カウンセラーになったロータリアンからは、「カウン
セラーをして、ロータリーの楽しさを知った」「目に見える国際奉仕
の最前線。これほど面白いチャンスはめったにない。」といった声も
寄せられております。
　我が2500地区に目を転じてみると、8分区ありますが、奨学生が
在籍しているのは赤丸が付いている大学のみとなっており、帯広
RCクラブからの帯広畜産大学在学中のシーリンさんが貴重な存在
であることをお分かりいただけると思います。
　事業の始まりとしては、1946年、“日本のロータリーの父”米山
梅吉氏がなくなりました。3年後の1949年、戦争のため解散を余儀
なくされた日本のロータリーが、国際ロータリーへ復帰します。
　戦後、落ち着きを取り戻すにつれて、梅吉氏の功績を永遠に偲ぶ
ことができるような、何か有益な事業をやろうという声が大きくな
ってきました。

　そして1952年、当時の東京RC会長が「米山基金」の構想を発表
し、わずか5年で日本の全ロータリークラブの共同事業として継承
され、1967年には財団法人ロータリー米山記念奨学会が設立され
ました。
　2017年には財団設立50周年を迎え、今も国際奉仕のできる貴重
な事業として継続しております。
　実際に大学・大学院生の奨学生の9割が利用する代表的プログラ
ムをご紹介します。皆さんの貴重なご寄付がどのようにして使われ
ているかが分かりますので、ご確認ください。
　奨学生となると、大学生は月10万円、大学院生は月14万円が支払
われ、最長2年となっております。これによって、安心して勉学に集
中できる環境が整います。
　寄付の種類です。2つあります。1つは普通寄付金で、安定財源
として、各クラブが決定した金額を会員数分、毎年全クラブから納
入する仕組みで、帯広RCからは一人あたり年間4000円となってお
ります。
　2つ目が特別寄付金と呼ばれるもので、個人・法人・クラブからの
任意寄付となっております。
　寄付に対する表彰制度としては、個人、クラブに対していくつか
用意されており、個人の場合、基本は10万円単位で米山功労者とな
り、累計でカウントされ、10万円ごとに2,3,4と回数が積み上がり
ます。100万円を超えると第10回米山功労者メジャードナーとな
ります。先日も小沢会員が表彰されました。
　今回から1点変更になりました。50万達成された方に新たに感
謝状とピンバッジが贈られるようです。
　クラブへの表彰としては、100万円毎に米山功労クラブの表彰
をいただきます。帯広RCも今年度は第34回米山功労クラブ表彰を
受けており、寄付額が累計で3400万円を超えたという意味となり
ます。
　来月中に委員会から皆様宛てにお手紙、米山豆辞典、納付書の3点
が郵送されます。この米山豆辞典には米山のことが分かりやすく記
載されているので、届きましたらご覧いただくことをお勧めします。
　ご寄付いただける方は、帯広RC事務局にお納めいただくか、所定
口座でのお振込みとなります。年度内の確定申告処理のためには、
12月初め頃までのご寄付にご協力いただくことになりますのでご
留意願います。
　それでは来週の卓話を是非楽しみにしてください。


